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◉
研
究
ノ
ー
ト

 「
摂
関
政
治
」に
関
す
る
ノ
ー
ト

―
朧
谷
・
山
中
お
よ
び
北
山
氏
に
よ
る『
藤
原
道
長
』を
踏
ま
え
て―日

本
文
化
専
攻
博
士
課
程
二
年

町
田
一
也

は
じ
め
に

「
摂
関
政
治
」
は
九
世
紀
中
葉
、
藤
原
良
房
・
基
経
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
政
治
は
「
前
期
摂
関
政
治
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
摂
関
政
治
」
は
延
喜
・
天
暦
の
治
を
挟
み
な
が
ら
断
続
的
に
継
続
し
、
道
長
・
頼
通
の
時
代
に
全
盛

期
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。

筆
者
は
現
在
、
摂
政
・
関
白
・
大
臣
な
ど
の
職
掌
の
視
点
か
ら
、
良
房
や
基
経
の
政
治
の
特
質
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
大
臣
の

職
掌
は
養
老
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
令
外
官
で
あ
る
摂
政
・
関
白
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
臣
の
職
掌
・
地
位
は
ど
う
変
化

し
た
の
か
、
そ
の
有
無
も
含
め
て
今
後
考
え
て
い
き
た
い
問
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
藤
原
道
長
が
就
い
た
摂
政
・
内
覧
な
ど
の
職
掌
と
内
実
を
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
て
概
観
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
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作
業
を
通
し
て
今
後
、
良
房
・
基
経
期
に
道
長
・
頼
通
に
よ
る
全
盛
期
「
摂
関
政
治
」
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
考
え
る
糧
と
し
た
い
。

道
長
を
扱
っ
た
著
書
・
論
文
は
数
多
あ
る
が
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
刊
行
順
に
北
山
茂
夫
、
朧
谷
寿
、
山
中
裕
三
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
著

し
た
『
藤
原
道
長
』
で
あ
る
。

朧
谷
氏
の
『
藤
原
道
長
』
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
二
〇
〇
七
年
に
刊
行

さ
れ
た
。
ま
た
、
山
中
氏
の
『
藤
原
道
長
』
は
吉
川
弘
文
館
の
「
人
物
叢
書
」
の
一
冊
で
、
二
〇
〇
八
年
刊
行
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
近
年
、
相
次
い
で
藤
原
道
長
伝
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え（
1
）、
各
氏
は
「
摂
関
政
治
」
の
特
質
を
ど
う
論
じ
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
に
絞
り
、
自
己
の
課
題
と
の
関
係
で
検
証
し
て
み
た
い
。
な
お
、
朧
谷
・
山
中
両
氏
の
著
書
に
対
し
、
北
山
氏
の
そ
れ

は
岩
波
書
店
か
ら
一
九
七
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
二
氏
よ
り
時
期
が
離
れ
て
お
り
、
既
に
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

る
書
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
二
氏
に
先
行
す
る
『
藤
原
道
長
』
と
い
う
表
題
の
単
行
本
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
改

め
て
検
討
の
素
材
と
し
た
。
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一
、
三
氏
の
研
究
の
視
座

三
氏
の
著
書
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

北　

山

朧　

谷

山　

中

序
章　

あ
る
日
の
道
長

第
一
章　

権
力
の
道
に
お
い
て

第
二
章　

ク
ー
デ
タ
と
そ
の
後

第
三
章　

寛
弘
時
代
の
道
長

第
四
章　

摂
政
の
座
の
一
年
有
余

結
章　

無
量
寿
院
の
大
殿

は
じ
め
に

第
一
章　

藤
原
北
家
の
躍
進
と
兼
家

第
二
章　

若
き
時
代

第
三
章　

政
界
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る

第
四
章　

外
戚
を
目
指
し
て

第
五
章　

こ
の
世
は
わ
が
世

第
六
章　

迫
り
く
る
死

は
し
が
き

第
一　

九
条
家
の
流
れ

第
二　

彰
子
の
入
内
・
立
后

第
三　

末
娘
嬉
子
の
誕
生

第
四　

敦
成
・
敦
良
親
王
の
誕
生

第
五　

三
条
天
皇
の
即
位

第
六　

後
一
条
天
皇
の
即
位

第
七　

道
長
の
最
期

終
章　

道
長
の
遺
産―

摂
関
政
治
の
評
価―

道
長
を
含
め
た
藤
原
氏
に
よ
る
摂
関
政
治
・
政
策
論
に
つ
い
て
は
、
三
氏
と
も
特
に
章
を
設
け
て
展
開
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と

に
関
す
る
記
述
は
全
体
に
散
見
す
る
。
道
長
の
政
治
・
政
策
に
限
れ
ば
、
北
山
氏
が
道
長
の
受
領
・
地
方
政
治
へ
の
関
わ
り
を
中
心

に
、
第
三
章
の
後
半
で
総
括
し
て
い
る
（
後
述
）。

三
氏
は
著
述
を
行
う
う
え
で
、
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
を
根
本
史
料
に
、
ま
た
、
同
時
代
の
『
小
右
記
』、『
権
記
』、『
左
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経
記
』
な
ど
を
傍
証
に
使
用
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
他
の
傍
証
に
使
用
し
て
い
る
史
料
の
比
重
や
論

述
上
の
視
点
の
違
い
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

北
山
氏
は
道
長
の
最
盛
期
で
あ
る
寛
弘
時
代
（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
一
二
年
）
の
道
長
の
「
生
活
の
究
明
」、「
政
治
的
・
民
間
宗
教

的
動
向
の
検
討
」
に
主
力
を
注
ぐ
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
素
気
な
い
記
述
の
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
の
古
記
録
で
は
道
長
の
全
体

像
を
描
く
に
は
不
十
分
と
し
て
、『
紫
式
部
日
記
』
を
重
視
し
て
い
る
。

山
中
氏
は
『
栄
花
物
語
』
は
「
史
書
」
だ
っ
た
と
し
、
文
学
・
物
語
と
し
て
の
価
値
以
上
に
史
料
的
価
値
を
有
す
る
と
、
本
書
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
史
料
を
も
と
に
歴
史
を
叙
述
す
る
と
い
う
現
在
の
史
家
が
行
う
ス
タ
イ
ル
を
『
栄
花
物
語
』
も
と
っ
て
お
り
、

従
っ
て
同
書
は
一
つ
の
「
史
観
」
で
あ
る
と
山
中
氏
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

朧
谷
氏
も
『
紫
式
部
日
記
』
や
『
栄
花
物
語
』
な
ど
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
史
料
的
価
値
な
ど
に
は
特
に
言
及
し

て
い
な
い
。

二
、
道
長
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
評
価

北
山
氏
は
、
道
長
を
「
積
極
的
な
政
策
を
も
た
ぬ
大
権
勢
家
」
と
す
る
一
方
、
道
長
の
生
前
は
内
乱
が
無
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、

道
長
が
内
乱
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
道
長
に
よ
る
政
権
掌
握
を
九
九
五

（
長
徳
元
）
年
の
内
覧
就
任
に
求
め
、
以
後
の
道
長
の
姿
は
「
白
河
・
後
白
河
ら
の
法
皇
た
ち
の
原
型
」
と
し
て
、
院
政
と
の
共
通

性
を
う
か
が
わ
せ
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
北
山
氏
の
主
張
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
。

朧
谷
氏
は
「
千
年
に
及
ん
だ
摂
関
体
制
の
覇
者
」、「
病
と
闘
い
な
が
ら
頂
点
を
極
め
た
男
」
と
道
長
を
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
摂
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関
政
治
は
院
政
と
と
も
に
、「
天
皇
の
力
の
後
退
」
と
す
る
。
北
山
氏
の
「
道
長
の
生
き
方
は
、
白
河
・
後
白
河
ら
の
法
皇
た
ち
の

原
型
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
に
は
、「
そ
の
ま
ま
す
ん
な
り
と
は
受
け
入
れ
難
い
よ
う
に
も
思
う
」
と
し
て
、
自
己
の
道
長
伝
は
北

山
説
の
検
証
の
意
味
を
込
め
た
論
述
に
な
る
と
明
言
し
て
い
る
。
た
だ
、
北
山
説
の
当
否
に
つ
い
て
は
総
括
さ
れ
て
い
な
い
。

朧
谷
氏
は
ま
た
、
摂
関
の
条
件
は
「
娘
に
恵
ま
れ
る
こ
と
」、「
そ
の
娘
の
成
長
の
暁
に
は
天
皇
な
い
し
将
来
天
皇
に
な
り
う
る
人

に
配
す
る
こ
と
」、「
そ
こ
に
皇
子
が
誕
生
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
外
戚
の
地
位
確
立
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
の
が
道
長
だ
と
述
べ

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
北
山
・
朧
谷
両
氏
は
天
皇
家
と
の
外
戚
関
係
に
注
目
し
、
道
長
の
「
野
心
」
が
外
戚
関
係
の
構
築
に
よ
る
地
位
確
保

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
北
山
氏
は
、
藤
原
氏
に
は
従
来
、「
皇
族
へ
の
劣
等
感
」
が
あ
っ
て
、「
摂
関
の
家

に
つ
ら
な
る
も
の
は
、
伝
統
的
に
、
皇
統
を
ひ
く
女
性
を
娶
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
道
長
は
宇
多
源
氏

で
左
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
雅
信
の
女
倫
子
、
同
じ
く
左
大
臣
源
高
明
の
女
明
子
を
娶
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、「
兄
の
道
隆
、
道
兼

に
つ
づ
い
て
、
摂
関
の
地
位
に
つ
く
日
」
に
そ
な
え
る
も
の
だ
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
官
人
と
し
て
歩
み
始
め
た
時
か
ら
道
長

は
す
で
に
摂
関
の
地
位
を
見
据
え
て
い
た
と
北
山
氏
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
朧
谷
氏
も
、
道
長
は
「
賜
姓
皇
族
の
尊
貴
性
に
目

を
つ
け
て
」
源
氏
の
女
性
と
の
結
婚
を
積
極
的
に
す
す
め
た
と
述
べ
、
ま
た
、
道
長
の
最
大
の
功
績
は
、「
何
と
い
っ
て
も
二
重
三

重
に
手
を
う
っ
て
天
皇
家
と
の
外
戚
関
係
の
維
持
に
つ
と
め
た
こ
と
」
と
す
る
。
道
隆
や
伊
周
と
の
対
立
な
ど
は
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
手
段
だ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

山
中
氏
は
、
一
条
・
三
条
天
皇
の
時
の
道
長
は
内
覧
・
准
摂
政
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
周
囲
の
事
情
を
よ
く
見
き
わ
め
よ

う
と
し
た
こ
と
の
現
れ
」、「
謙
譲
の
美
徳
」
と
道
長
の
姿
勢
を
評
し
て
い
る
。
そ
の
道
長
が
行
っ
た
政
治
に
つ
い
て
も
「
道
長
を
中

心
と
し
て
理
想
的
な
よ
き
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
よ
き
政
治
」
と
は
、
大
津
透
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
天
皇
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と
皇
后
、
摂
関
、
さ
ら
に
大
臣
以
下
の
公
�
が
連
合
し
て
政
治
に
あ
た
っ
た
」（
2
）
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
加
え
て
、
紫
式
部
ら
女

流
作
家
た
ち
が
続
出
し
た
こ
と
も
、
道
長
の
「
よ
き
政
治
」
が
背
景
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ど
、
三
者
の
中
で
最
も
道
長
に
肯
定
的
な

評
価
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
道
長
が
賜
姓
源
氏
の
女
性
を
娶
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
祖
父
師
輔
に
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
し
、「
道

長
は
五
男
と
い
う
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
」
高
貴
な
出
自
の
女
性
と
の
結
婚
を
望
ん
だ
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
北
山
・

朧
谷
両
氏
は
道
長
が
皇
族
と
肩
を
並
べ
よ
う
と
し
た
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
山
中
氏
は
む
し
ろ
藤
原
氏
内
部
で
の
地
位
確
保
も

し
く
は
上
昇
を
道
長
が
考
え
た
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
山
中
氏
は
「
父
兼
家
や
兄
道
隆
の
よ
う
に
高
位

高
官
に
な
る
こ
と
が
人
生
の
最
高
の
希
望
で
、
人
を
お
し
の
け
て
も
自
分
が
最
高
の
地
位
に
」
つ
く
と
い
う
「
野
心
」
を
道
長
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。「
野
心
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
三
氏
共
通
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

三
、
内
覧
と
関
白

道
長
は
関
白
に
は
な
ら
ず
、
一
条
天
皇
・
三
条
天
皇
の
時
代
を
通
し
て
内
覧
で
過
ご
し
た
。
こ
こ
で
、
道
長
の
時
代
の
摂
政
・
関

白
・
内
覧
が
ど
の
よ
う
な
職
掌
な
の
か
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

摂
政
の
職
掌
は
、
天
皇
に
代
わ
っ
て
叙
位
・
除
目
・
官
奏
を
覧
る
こ
と
に
あ
る
。
二
条
良
基
の
著
し
た『
百
寮
訓
要
抄
』（
一
三
八
〇

年
こ
ろ
）
に
は
「
天
子
に
ひ
と
し
く
す
る
職
」
と
さ
れ
る
が
、
摂
政
は
詔
勅
の
発
布
が
出
来
ず
、
儀
式
に
お
い
て
天
皇
の
代
役
と
は

な
り
得
な
か
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
「
ひ
と
し
く
」
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

内
覧
は
、
太
政
官
か
ら
天
皇
に
奏
聞
す
べ
き
文
書
す
べ
て
を
事
前
に
見
る
こ
と
が
役
目
で
あ
る
。
天
皇
へ
の
奏
上
文
書
に
予
め
目
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を
通
す
こ
と
の
出
来
る
点
で
関
白
と
似
て
い
る
が
（
予
め
文
書
に
目
を
通
す
こ
と
を
本
来
、
内
覧
と
い
う
）、
天
皇
と
太
政
官
の
間

を
往
復
す
る
文
書
に
限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
内
覧
の
特
徴
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
内
覧
の
場
合
、
一
上
の
政
務
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
関
白
と
の
違
い
で
あ
る
。
一
上
と
は
第
一
の
上
�
、

す
な
わ
ち
主
に
左
大
臣
で
あ
る
が
、
関
白
に
な
る
と
一
上
の
権
限
は
次
席
の
大
臣
以
下
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
こ
の
こ
と
は
、

太
政
大
臣
、
摂
政
も
同
様
で
あ
る
）。
内
覧
で
あ
れ
ば
一
上
と
し
て
、
奏
上
の
必
要
の
な
い
文
書
に
目
を
通
し
か
つ
決
裁
も
出
来
る

が
、
関
白
は
太
政
官
の
文
書
に
つ
い
て
は
奏
上
が
必
要
と
さ
れ
な
い
限
り
、
見
る
こ
と
す
ら
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
関
白
は
摂
政
と
と
も
に
、
大
臣
経
験
者
が
任
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
内
覧
は
藤
原
時
平
・
菅
原
道
真
以
来
、
大
臣
未
経
験
者

で
も
就
任
で
き
る
職
だ
っ
た
。

以
上
は
摂
政
・
関
白
・
内
覧
に
関
す
る
通
説
だ
が
、
北
山
・
朧
谷
・
山
中
三
氏
も
こ
う
し
た
通
説
に
基
づ
い
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。

四
、
一
条
天
皇
の
時
代

九
九
五
（
長
徳
元
）
年
四
月
、
関
白
藤
原
道
隆
が
死
去
し
た
。
前
月
、
病
に
倒
れ
た
道
隆
は
天
皇
に
対
し
、
次
男
伊
周
を
後
任
と

し
て
関
白
を
代
行
さ
せ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
一
条
天
皇
の
勅
命
は
奏
聞
を
要
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
関
白
煩
病
の
間
、「
先

づ
関
白
に
触
れ
、
次
い
で
内
大
臣
に
触
れ
」
る
よ
う
に
と
の
内
容
だ
っ
た
。
関
白
の
職
を
専
ら
代
行
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
伊

周
は
、
そ
の
勅
命
に
反
論
し
た
。
翌
日
、
天
皇
は
伊
周
に
内
覧
を
任
せ
た
が
、「
関
白
病
ひ
の
間
」
と
い
う
条
件
付
き
で
の
代
行
命

令
だ
っ
た
。
伊
周
の
母
方
の
親
戚
で
あ
る
高
階
氏
が
「
間
」
を
「
替
」
に
改
め
る
よ
う
、
外
記
な
ど
に
迫
っ
た
ら
し
い
が
、
拒
絶
さ

れ
、
天
皇
も
伊
周
側
の
要
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
四
月
に
入
り
、
道
隆
は
随
身
を
返
上
し
た
。
伊
周
は
自
ら
が
関
白
を
代
行
す
る
以
上
、
こ
れ
も
譲
り
受
け
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
た
が
、
天
皇
の
勅
命
は
関
白
の
随
身
の
人
数
減
だ
け
だ
っ
た
。
従
来
、
摂
関
以
外
の
大
臣
は
随
身
を
賜
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
内
覧
で
あ
る
伊
周
は
随
身
支
給
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
例
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
伊
周
に
随
身
が
支
給

さ
れ
た
。
道
隆
は
こ
の
時
、
再
度
関
白
を
伊
周
に
譲
り
た
い
と
の
奏
請
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
一
条
天
皇
は
伊
周
の
関
白
就
任
を

認
め
な
か
っ
た
。

道
隆
は
四
月
十
日
に
死
去
し
た
が
、
こ
の
後
少
し
し
て
関
白
の
詔
は
伊
周
で
は
な
く
、
道
隆
の
弟
で
あ
る
右
大
臣
道
兼
に
下
さ
れ

た
。
し
か
し
、
道
兼
も
五
月
八
日
に
疫
病
で
死
去
す
る
。

一
条
天
皇
は
次
の
関
白
・
内
覧
を
道
長
、
伊
周
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
迷
っ
た
結
果
、
東
三
条
院
詮
子
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
道
長
に

決
め
た
。

『
御
堂
関
白
記
』
を
も
と
に
、
一
上
・
内
覧
両
方
の
権
限
を
発
揮
し
て
い
る
道
長
の
姿
を
見
た
い
。
一
〇
〇
四
（
寛
弘
元
）
年
三
月

を
例
に
取
っ
て
み
る
と
、
七
日
に
道
長
は
陣
定
に
出
席
し
、
諸
国
申
請
の
雑
事
を
議
定
し
た
。
こ
れ
は
一
上
と
し
て
果
た
し
た
こ
と

で
あ
る
。
二
日
後
の
九
日
に
は
陣
座
に
出
向
き
、
官
奏
を
奉
仕
し
た
。
官
奏
は
道
長
の
奉
仕
後
、
天
皇
に
奏
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、

官
奏
を
奉
仕
す
る
こ
と
が
内
覧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

北
山
氏
は
「
一
条
天
皇
は
道
長
に
よ
い
感
情
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
伝
承
」
を
真
相
を
衝
い
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。

一
条
天
皇
は
中
関
白
家
を
頼
り
に
し
て
い
た
が
、
道
長
に
は
ば
か
っ
て
対
立
を
恐
れ
、
伊
周
を
関
白
に
起
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
北
山
氏
の
見
解
で
あ
る
。

朧
谷
氏
も
北
山
氏
と
同
様
、
一
条
天
皇
と
道
長
の
不
和
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
不
和
は
『
大
鏡
』
が
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

二
人
の
仲
に
割
っ
て
入
っ
た
の
が
国
母
詮
子
で
あ
る
。
道
長
に
と
っ
て
姉
詮
子
は
「
幸
運
の
女
神
で
あ
る
」
と
し
、
詮
子
も
兄
弟
の
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中
で
道
長
を
特
に
可
愛
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
道
長
の
内
覧
就
任
に
つ
な
が
っ
た
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
元
木
泰
雄
氏
の「
当
時
は
、

ま
だ
官
職
を
父
子
相
承
す
る
と
い
う
イ
エ
の
論
理
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
見
解（
3
）
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
。

道
長
が
こ
の
後
、
左
大
臣
に
な
っ
て
も
一
条
・
三
条
天
皇
の
時
代
を
内
覧
で
通
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
の
こ
と
が
内
覧
の
地

位
を
高
め
、
内
覧
は
摂
関
と
並
ぶ
地
位
と
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
点
で
内
覧
と
摂
関
の
地
位
が
並
ぶ
の
か
、
そ
の
説

明
が
不
足
し
て
い
る
。

山
中
氏
は
道
長
を
評
す
る
に
あ
た
り
、
一
貫
し
て
先
述
の
「
謙
譲
の
美
徳
」
と
同
種
の
こ
と
を
述
べ
、
道
長
に
「
野
心
」
は
な
か
っ

た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
古
事
談
』
が
語
る
道
長
と
一
条
天
皇
の
不
和
、
あ
る
い
は
一
条
天
皇
の
苦
悩
に
つ
い
て
は
、「
お
お
げ
さ

に
考
え
な
い
方
が
よ
い
」
と
す
る
土
田
直
鎮
氏
の
見
解（
4
）
に
同
調
し
て
い
る
。
道
長
は
一
条
天
皇
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
り
、
国

母
た
る
東
三
条
院
詮
子
、
そ
し
て
公
�
た
ち
の
意
見
を
よ
く
聞
き
入
れ
て
こ
と
を
運
ん
で
い
く
。
天
皇
と
詮
子
お
よ
び
道
長
ら
三
者

の
意
思
疎
通
に
尽
力
し
た
の
が
藤
原
行
成
で
あ
り
、『
権
記
』
を
も
と
に
、
天
皇
が
道
長
に
不
満
を
持
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
と
、

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

五
、
三
条
天
皇
の
時
代

（
一
）
内
覧
就
任

一
条
天
皇
が
一
〇
一
一
（
寛
弘
八
）
年
五
月
末
に
重
態
に
陥
っ
た
時
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
居
貞
親
王
の
次
の
東
宮
を
誰
に
す
る
か

で
、
議
論
が
あ
っ
た
。
一
人
は
定
子
所
生
の
敦
康
親
王
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
道
長
の
女
彰
子
が
生
ん
だ
敦
成
親
王
で
あ
る
。
こ
の

時
、
敦
康
の
母
定
子
、
外
祖
父
道
隆
、
叔
父
伊
周
の
三
人
が
す
で
に
死
去
し
て
い
た
た
め
、
敦
康
親
王
の
後
見
が
隆
家
だ
け
と
い
う
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状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
敦
成
親
王
は
左
大
臣
道
長
を
外
祖
父
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
あ
っ
た
。

一
条
天
皇
が
次
期
東
宮
を
め
ぐ
っ
て
悩
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
藤
原
行
成
が
日
記
に
記
し
て
い
る
。
敦
康
親
王
が
立
太
子
す
る

こ
と
を
承
伏
し
な
い
の
は
、
他
な
ら
ぬ
道
長
で
あ
る
こ
と
を
行
成
が
天
皇
に
伝
え
た
た
め
で
あ
る
。
行
成
は
天
皇
に
、
敦
康
親
王
を

厚
遇
（
年
官
・
年
爵
・
別
封
）
す
る
こ
と
を
進
言
し
、
天
皇
も
そ
れ
を
聞
き
入
れ
て
居
貞
親
王
に
申
し
伝
え
、
親
王
も
そ
れ
を
約
束

し
た
。
居
貞
親
王
は
三
条
天
皇
と
し
て
六
月
、
即
位
し
、
敦
成
親
王
が
立
太
子
し
た
。

三
条
天
皇
が
道
長
に
内
覧
の
宣
旨
を
下
し
た
の
は
八
月
二
十
三
日
だ
っ
た
。
天
皇
は
道
長
を
関
白
に
就
任
さ
せ
た
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
道
長
は
自
ら
「
今
年
重
く
慎
む
べ
き
」
こ
と
が
あ
っ
て
辞
退
し
た
と
『
御
堂
関
白
記
』
で
述
べ
て
い
る
。

山
中
氏
は
こ
の
言
葉
に
も
注
目
し
、
と
り
わ
け
物
忌
に
対
す
る
強
い
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
道
長
の
野
心
な
ど
で
は
な
く
、

や
は
り
性
格
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
で
、
道
長
が
一
条
・
三
条
天
皇
の
時
代
を
通
し
て
摂
政
・
関
白
に
就
か
な
か
っ
た
理
由
を
、
山
中
氏
は
内
覧
と
い
う
特
権
的

地
位
を
確
保
し
た
上
で
、
太
政
官
の
政
務
を
も
掌
握
し
た
か
っ
た
か
ら
と
も
述
べ
て
い
る
。
氏
は
森
田
悌
氏
の
研
究（
5
）
を
引
用
し

て
、
道
長
は
上
�
と
し
て
官
符
作
成
に
携
わ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、「
道
長
の
執
政
者
と
し
て

の
し
た
た
か
な
一
面
」
を
見
出
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

朧
谷
氏
も
、
道
長
が
一
上
の
権
限
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
点
で
は
、
山
中
氏
の
見
解
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

道
長
に
は
「
将
来
を
み
す
え
る
と
、
そ
れ
は
ま
ず
い
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
か
と
思
う
」
と
述
べ
、
道
長
の
野
心
を
強
調
す
る
か
の

よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
今
年
重
く
慎
む
べ
き
」
こ
と
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
道
長
の
言
葉
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。
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（
二
）
内
覧
か
ら
准
摂
政
へ

三
条
天
皇
は
失
明
に
近
い
ほ
ど
の
眼
病
を
患
っ
て
お
り
、
一
〇
一
五
（
長
和
四
）
年
三
月
十
一
日
以
降
、
官
奏
を
覧
る
こ
と
す
ら

出
来
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
道
長
は
天
皇
に
譲
位
を
迫
っ
て
い
た
こ
と
が
『
小
右
記
』
に
も
み
え
る
。

天
皇
の
政
務
を
代
行
す
る
の
が
摂
政
で
あ
り
、
摂
政
は
叙
位
・
除
目
・
官
奏
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
。
三
条
天

皇
は
八
月
、
道
長
に
官
奏
を
覧
る
べ
き
仰
せ
を
下
し
た
が
、
こ
れ
が
摂
政
就
任
の
要
請
と
思
っ
た
の
か
、
道
長
は
拒
否
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
先
述
の
通
り
、
道
長
の
太
政
官
政
務
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

三
条
天
皇
は
十
月
二
十
七
日
、
道
長
に
准
摂
政
の
宣
旨
を
下
し
た
。
准
摂
政
は
除
目
を
行
う
こ
と
・
官
奏
を
覧
る
こ
と
と
い
う
通

常
の
摂
政
の
任
に
加
え
、
一
上
の
権
限
も
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

山
中
氏
に
よ
れ
ば
、
道
長
が
八
月
の
時
点
で
官
奏
を
覧
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
も
拒
否
し
た
の
は
、
先
例
に
則
っ
て
い
な
い
た
め
だ

と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
先
例
と
は
、
冷
泉
天
皇
の
御
悩
の
時
、
天
皇
の
宣
旨
を
得
て
実
頼
が
官
奏
を
覧
た
と
い
う
事
例
を
指
し
て

い
て
、
事
実
、
こ
の
こ
と
を
道
長
は
実
資
に
調
べ
さ
せ
る
こ
と
で
知
っ
た
。

朧
谷
氏
は
道
長
の
准
摂
政
就
任
に
つ
い
て
、「
こ
の
時
点
で
道
長
は
天
皇
を
完
全
に
抑
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
天
皇
と
太
政
官

の
間
を
往
来
す
る
文
書
を
先
ん
じ
て
覧
る
の
が
関
白
・
内
覧
の
権
限
で
あ
っ
た
が
、
加
え
て
本
来
天
皇
し
か
持
ち
得
な
い
叙
位
・
除

目
の
権
限
を
手
に
入
れ
た
。
さ
ら
に
一
上
と
し
て
太
政
官
を
取
り
仕
切
る
と
な
れ
ば
、
朧
谷
氏
の
言
葉
の
通
り
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
実
際
、
道
長
は
十
月
二
十
七
日
の
除
目
を
、
天
皇
の
出
御
な
し
に
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
事
前
に
天
皇
の
承
諾
を
得
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
、
天
皇
を
蔑
ろ
に
し
よ
う
と
し
た
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
山
氏
は
道
長
と
三
条
天
皇
の
間
に
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
道
長
は
外
孫
敦
成
親
王
即
位
・
摂
政
就
任
を
目
標
に
「
天
皇

を
退
位
に
お
い
つ
め
た
と
い
う
の
が
三
条
朝
の
宮
廷
史
の
内
実
」と
述
べ
て
い
る
。
天
皇
は
あ
く
ま
で
政
務
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
、
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病
気
平
癒
ま
で
の
時
間
を
か
せ
ぐ
べ
く
、
道
長
を
准
摂
政
に
任
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
道
長
と
三
条
天
皇
が
対
立
し
て
い
た
と
す
る
見
解
は
、
朧
谷
氏
も
北
山
氏
も
『
小
右
記
』
に
基
づ
い
て
示
し
て
い
る
。

天
皇
を
軽
視
し
、
独
断
で
政
務
を
執
行
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
道
長
に
見
出
す
な
ら
ば
、
旧
来
の
摂
関
政
治
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と

大
差
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
中
氏
は
、
道
長
が
天
皇
に
譲
位
を
迫
っ
た
背
景
に
は
、
病
に
悩
む
天
皇
へ
の
配
慮
も
あ
っ

た
と
述
べ
る
。
外
孫
敦
成
親
王
を
即
位
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
す
る
『
小
右
記
』
の
記
述
の
み
に
注
目
し
て
は
、「
道
長
も
救
わ

れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
山
中
氏
は
述
べ
る
。
そ
の
見
解
は
、
道
長
と
天
皇
よ
り
も
、
実
資
が
持
つ
道
長
へ
の
嫌
悪
感
を

考
慮
に
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
実
資
は
天
皇
の
病
と
そ
れ
に
よ
る
政
務
の
停
滞
で
落
ち
着
か
な
い
道
長
に
つ
い
て
、
す

べ
て
は
三
条
天
皇
退
位
・
敦
成
親
王
即
位
へ
の
期
待
に
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
資
は
道
長
の
一
連
の
言
動
を
隆
家
・

資
平
ら
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
『
小
右
記
』
に
記
し
て
い
る
。
伝
聞
に
も
誇
張
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

六
、
後
一
条
天
皇
の
時
代

病
が
い
よ
い
よ
重
く
な
っ
た
三
条
天
皇
の
譲
位
を
受
け
、
一
〇
一
六
（
長
和
五
）
年
正
月
二
十
九
日
、
敦
成
親
王
が
即
位
し
た
。

後
一
条
天
皇
で
あ
る
。
天
皇
は
ま
だ
九
歳
の
幼
帝
で
あ
り
、
道
長
は
摂
政
に
就
任
す
る
。
道
長
は
准
三
宮
と
な
り
、
年
官
年
爵
な
ら

び
に
封
三
千
戸
を
賜
っ
た
が
、
そ
れ
は
良
房
の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
道
長
の
住
む
土
御
門
第
が
、
七
月
二
十
一
日
に
、
次
い
で
枇
杷
殿
が
九
月
二
十
四
日
に
焼
亡
し
た
。
そ
の
間
、
八
月
、
九
月

初
旬
に
火
事
が
あ
り
、
放
火
の
可
能
性
を
道
長
は
指
摘
し
て
い
る
。
北
山
氏
は
「
受
領
、
権
門
の
邸
宅
が
お
も
に
ね
わ
れ
て
い
た
」、

山
中
氏
は
「
政
情
へ
の
不
満
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
な
ど
、
摂
関
を
中
心
と
し
た
支
配
へ
の
不
満
が
火
事
に
つ
な
が
っ
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た
と
い
う
見
方
で
共
通
し
て
い
る
。

北
山
氏
と
朧
谷
氏
は
、
こ
の
火
事
で
受
領
た
ち
が
任
国
か
ら
見
舞
い
に
駆
け
つ
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
特
に
北
山
氏

は
、
道
長
が
新
第
を
建
設
す
る
費
用
を
挙
っ
て
負
担
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
道
長
は
摂
政
と
し
て
除
目
の
権
限
を
持

つ
か
ら
、
受
領
た
ち
は
将
来
の
国
司
再
任
を
望
み
、
道
長
に
寄
付
し
て
き
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
〇
一
七
（
寛
仁
元
）
年
正
月
、
三
条
上
皇
が
死
去
し
た
。
葬
列
に
道
長
は
体
調
不
良
を
理
由
に
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
天
皇
の

晩
年
、
譲
位
を
め
ぐ
っ
て
道
長
は
天
皇
と
の
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
た
め
、「
疲
れ
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
北
山
氏
・
山
中
氏

は
指
摘
す
る
。

二
ヶ
月
後
の
三
月
四
日
、
道
長
の
嫡
男
頼
通
が
内
大
臣
と
な
っ
た
。
前
年
の
一
〇
一
六
（
長
和
五
）
年
末
に
道
長
が
摂
政
の
ま
ま

左
大
臣
を
辞
し
て
い
た
の
で
、
右
大
臣
顕
光
が
左
大
臣
に
、
内
大
臣
公
季
が
右
大
臣
、
そ
し
て
頼
通
は
権
大
納
言
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
昇

進
し
た
。
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
、
道
長
は
摂
政
も
辞
し
、
同
日
、
頼
通
が
摂
政
を
継
い
だ
。

摂
政
・
関
白
は
大
臣
経
験
者
が
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
頼
通
は
権
大
納
言
の
ま
ま
で
は
摂
政
職
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

出
来
な
い
。
そ
の
た
め
、
道
長
は
自
分
が
退
く
こ
と
で
大
臣
の
ポ
ス
ト
を
空
け
て
、
頼
通
を
大
臣
に
し
よ
う
と
す
る
計
画
性
が
あ
っ

た
こ
と
を
北
山
氏
、
朧
谷
氏
は
指
摘
す
る
。

八
月
に
入
り
、
東
宮
敦
明
親
王
が
退
位
の
意
向
を
道
長
に
示
し
た
。
天
皇
の
子
で
は
な
い
親
王
に
と
っ
て
は
、
父
三
条
上
皇
の
死

去
が
大
き
な
後
ろ
盾
を
失
っ
た
こ
と
に
等
し
か
っ
た
。
北
山
氏
は
「
道
長
の
存
在
そ
の
も
の
が
太
子
に
は
不
安
の
根
源
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
る
。
朧
谷
氏
は
外
孫
敦
良
親
王
の
立
太
子
を
画
策
し
た
道
長
の
意
思
が
介
在
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
な
お
、
東
宮
が
受
け
つ

ぐ
壺
切
の
御
剣
を
、
道
長
は
敦
明
親
王
に
は
渡
し
て
い
な
か
っ
た
と
実
資
は
語
っ
て
い
る
。

東
宮
退
位
が
、
道
長
の
画
策
か
、
そ
れ
も
東
宮
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
結
論
を
出
し
難
い
が
、
親
王
は
申
し
出
通
り
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退
位
し
、
後
一
条
天
皇
の
弟
敦
良
親
王
が
立
太
子
し
た
。

十
二
月
四
日
、
道
長
は
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
任
太
政
大
臣
は
、
一
ヶ
月
後
に
迫
っ
た
天
皇
の
元
服
に
備
え
て
、
皇
太

后
彰
子
の
意
思
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
摂
政
・
関
白
が
職
と
し
て
成
立
を
見
た
結
果
、
太
政
大
臣
は
太
政
官
と
し
て
の
職
務
が
無
く

な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
天
皇
の
元
服
式
で
の
加
冠
役
を
務
め
る
の
が
太
政
大
臣
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

道
長
を
太
政
大
臣
に
任
ず
る
と
の
宣
旨
は
、
摂
政
頼
通
が
道
長
本
人
に
伝
え
た
。
除
目
の
権
限
は
道
長
に
代
わ
っ
て
頼
通
が
持
っ

て
い
た
。
翌
年
一
月
、
後
一
条
天
皇
が
元
服
を
迎
え
、
予
定
通
り
道
長
は
加
冠
役
を
務
め
た
後
、
二
月
に
三
度
の
上
表
を
経
て
太
政

大
臣
を
辞
任
し
た
。

太
政
大
臣
が
い
つ
か
ら
元
服
す
る
天
皇
の
加
冠
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
後
に
『
御
遊
抄
』（
一
五

世
紀
中
頃
成
立
）
で
は
良
房
が
清
和
天
皇
の
元
服
で
加
冠
役
を
務
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
九
世
紀
の
後
半
太
政
大
臣

が
加
冠
役
を
務
め
る
習
わ
し
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
太
政
大
臣
の
役
目
は
摂
関
職
の
成
立
と
関
係
が
深
い
こ
と
を
思

わ
せ
る
。

お
わ
り
に―

課
題
と
展
望―

道
長
の
内
覧
・
准
摂
政
・
関
白
の
就
任
と
そ
の
前
後
の
経
緯
及
び
内
実
を
、
北
山
、
朧
谷
、
山
中
三
氏
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
概

観
し
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
道
長
の
時
代
に
お
い
て
、
摂
政
・
関
白
は
大
臣
経
験
者
が
就
く
も
の
、
か

つ
一
上
の
権
限
す
な
わ
ち
太
政
官
の
政
務
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
天
皇
へ
の
奏
上
な
ど
に
主
体
的
に
は
関
わ
れ
な
い
と
い
う
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特
徴
が
あ
っ
た
。
一
方
、
内
覧
は
大
臣
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
上
の
権
限
を
手
放
す
必
要
も
無
い
。

本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
職
掌
の
あ
り
方
が
、「
摂
関
政
治
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
良
房
・
基
経
の
時
か
ら
あ
っ
た

か
否
か
の
検
討
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
今
、
良
房
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
文
徳
朝
で
の
良
房
は
官
符
に
上
�
と
し
て
主
体

的
に
関
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
そ
の
役
目
は
弟
で
右
大
臣
の
良
相
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
（
な
ぜ

左
大
臣
源
信
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
）。
良
房
の
名
で
発
せ
ら
れ
た
官
符
は
皆
無
に
な
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
一

上
の
権
限
を
良
相
に
譲
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
良
房
は
清
和
天
皇
の
即
位
と
同
時
に
摂
政
に
就
い
た
と
す
る
『
公
�
補
任
』

の
記
述
も
信
憑
性
が
増
す
だ
ろ
う
。

た
だ
、
良
房
が
病
に
陥
る
前
後
、
少
な
く
と
も
応
天
門
の
変
こ
ろ
ま
で
は
、
太
政
官
か
ら
の
奏
上
に
良
房
も
筆
頭
公
�
と
し
て
名

を
連
ね
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
太
政
大
臣
・
摂
政
に
就
い
た
結
果
、
太
政
官
政
務
か
ら
手
を
引
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
良
房
の
太
政
大
臣
・
摂
政
と
し
て
の
政
治
と
「
後
期
摂
関
政
治
」
の
違
い
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、北
山
・
朧
谷
両
氏
は
摂
関
の
職
掌
・
地
位
の
時
代
的
変
遷
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
山
中
氏
の
み
、「
実

頼
・
師
輔
の
時
か
ら
次
第
に
外
戚
（
天
皇
の
外
祖
父
）
の
力
が
大
き
く
な
り
、
摂
関
政
治
は
外
戚
政
治
で
あ
る
と
い
え
る
ほ
ど
権
威

が
高
ま
る
」
と
し
、
こ
こ
に
良
房
・
基
経
の
時
代
と
の
違
い
が
あ
る
と
述
べ
る
が
、
職
掌
の
違
い
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

北
山
氏
、
朧
谷
氏
は
道
長
の
「
野
心
」
を
強
調
し
、
同
氏
族
で
あ
る
道
隆
や
伊
周
と
対
立
し
、
彼
ら
を
排
除
し
、
か
つ
天
皇
の
権

力
を
拘
束
す
る
形
で
頂
点
を
極
め
た
、
と
い
う
見
方
を
貫
い
て
い
る
。
道
長
に
「
積
極
的
な
政
策
」
が
無
い
、
と
述
べ
る
の
は
北
山

氏
だ
が
、
両
氏
の
見
解
は
、
権
力
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
天
皇
の
外
戚
と
い
う
地
位
の
獲
得
、
お
よ
び
政
治
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
主

導
す
る
こ
と
が
道
長
の
一
生
涯
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

北
山
氏
は
道
長
の
政
治
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
氏
は
、
道
長
が
「
積
極
的
な
政
策
」
を
持
た
な
か
っ
た
と
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序
盤
で
述
べ
、
本
論
で
は
「
何
ら
の
政
策
を
う
ち
だ
さ
な
か
っ
た
」、「
ほ
と
ん
ど
こ
れ
と
い
っ
た
有
効
な
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
」、

「
地
方
政
治
は
、
ほ
と
ん
ど
受
領
ま
か
せ
」と
論
じ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
受
領
は
重
任
を
求
め
て
道
長
に
近
づ
い
た
が
、

そ
れ
は
道
長
も
受
領
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
姿
勢
が
、
地
方
政
治
に
は
目
を
向
け
な
か
っ

た
よ
う
に
見
え
る
だ
け
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
山
中
氏
は
両
氏
と
は
大
幅
に
異
な
る
。
三
条
天
皇
と
の
確
執
、
後
一
条
天
皇
の
時
代
に
お
け
る
道
長
の
摂
政
・
太
政
大
臣

就
任
か
ら
頼
通
の
摂
政
就
任
に
至
る
経
緯
、
道
長
が
最
初
か
ら
頼
通
に
摂
政
を
譲
る
つ
も
り
で
い
た
な
ど
の
点
で
は
、
北
山
、
朧
谷

両
氏
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
中
説
の
基
本
は
、
道
長
の
「
謙
譲
の
美
徳
」
で
あ
る
。
伝
聞
に
依
拠
し
た
記
事
が
多
い

と
い
う
『
小
右
記
』
の
特
徴
か
ら
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
一
条
天
皇
と
道
長
、
実
資
と
道
長
の
対
立
に
疑
問
が
あ
る
と
し
、
温
和
な

性
情
の
道
長
を
描
出
し
た
点
で
は
、
山
中
氏
の
著
述
に
新
鮮
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
北
山
氏
は
、
道
長
家
を
中
核
と
し
た
貴
族
門
閥
制

に
天
皇
が
政
治
的
志
向
を
拘
束
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
の
で
、
山
中
氏
の
意
見
は
こ
れ
と
対
照
的
で
あ
る
。

三
氏
の
著
書
は
道
長
の
性
格
・
人
物
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
道
長
に
よ
る
具
体
的
な
政
治
・
政
策
に
は
ほ
と
ん

ど
言
及
が
な
い
。
人
物
伝
と
い
う
本
の
性
格
上
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
先
、
野
心
家
あ
る
い
は
温
和
と
い
っ
た
性

格
づ
け
が
前
提
と
な
っ
て
、
道
長
の
政
治
・
政
策
を
論
じ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。
三
氏
は
『
御
堂
関
白
記
』
ほ
か
史
料
を
客
観

的
に
読
み
解
い
て
、
道
長
の
性
格
を
描
出
し
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
政
治
・
政
策
の
検
討

も
客
観
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
道
長
の
摂
関
・
内
覧
の
職
掌
と
そ
の
内
実
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ
は
道
長
の
政
治
の
外
面
を
見
た
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に

そ
の
職
掌
が
ど
う
機
能
し
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
政
策
が
実
行
さ
れ
た
か
な
ど
の
記
述
・
考
証
に
力
点
を
置
い
て
い
な
い
。
今
後

は
、道
長
の
政
治
が
頼
通
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
も
含
め
、よ
り
客
観
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
今
回
の
検
討
を
踏
ま
え
て
良
房
・
基
経
期
の
摂
政
・
関
白
の
職
掌
と
道
長
の
そ
れ
と
の
連
続
面
・
断
絶
面
を
明
ら
か
に
し
、

比
較
し
、
良
房
ら
の
「
摂
関
政
治
」
の
特
質
解
明
に
迫
り
た
い
。

（
ま
ち
だ　

か
ず
や
）
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［
註
］

（
1
）
最
近
、
倉
本
一
宏
氏
に
よ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
現
代
語
訳
全
三
冊
が
出
版
さ
れ
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）、
ま
た
、『
小

右
記
』
の
注
釈
本
も
刊
行
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
〜
）
が
始
ま
る
な
ど
、
道
長
が
生
き
た
十
世
紀
末
〜
十
一
世
紀
初
頭
の
、
国
風

文
化
最
盛
の
時
代
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
2
）
大
津
透
「
摂
関
期
の
国
家
」（
佐
藤
信
ほ
か
編
『
新
体
系
日
本
史
１　

国
家
史
』
所
収
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

（
3
）
元
木
泰
雄
『
源
満
仲
・
頼
光
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
。

（
4
）
土
田
直
鎮
『
日
本
の
歴
史
５　

王
朝
の
貴
族
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
る
。

（
5
）
森
田
悌
『
王
朝
政
治
』（
教
育
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

【
参
考
文
献
】

大
津
透
『
日
本
の
歴
史
06　

道
長
と
宮
廷
社
会
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）

倉
本
一
宏
全
現
代
語
訳
『
御
堂
関
白
記
』
全
三
冊
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）


